
 

臨床研究へのご協力のお願い 

東京医科大学病院 血液内科では、下記の臨床研究を東京医科大学医学倫理審査委員会の
審査を受け、学長の承認のもと実施いたしますので、研究の趣旨をご理解いただきご協力を
お願いいたします。 
この研究の実施にあたっては患者さんの新たな負担(費用や検査など)は一切ありません。
また個人が特定されることのないように患者さんのプライバシーの保護には最善を尽くし
ます。 
この研究の計画や方法について詳しくお知りになりたい場合や、検体やカルテ情報を利
用することを了解いただけない場合などは、下記の「問い合わせ先」へご連絡ください。ご
連絡がない場合には、ご同意をいただいたものとして研究を実施させていただきます。 
 

[研究課題名] 

東京医科大学病院における悪性リンパ腫に関する後方視的研究 

[研究の背景と目的] 
悪性リンパ腫は、B細胞・T細胞といった免疫細胞由来の悪性腫瘍です。血液悪性疾患の
中で最も罹患患者数が多く、悪性腫瘍全体の中でも比較的頻度の高い疾患です。様々な病型
に分類されていますが、同じ診断名でも腫瘍細胞の形質や治療への反応が大きく異なるこ
とがあり、新たな予後因子の探索と腫瘍の特性に応じた治療の確立が求められています。そ
こで、この研究は当院を受診された悪性リンパ腫の患者さんの情報を収集してデータベー
スを作成し、悪性リンパ腫の新たな治療戦略を築くために臨床研究の基盤を整備すること
を目的としています。 
[研究の方法] 
 対象となる方 

当院で悪性リンパ腫と診断され経過観察及び治療を受けられている患者様 
期 間：2009 年 1 月 1 日から 2021 年 12月 31 日 

 研究期間 
  倫理審査承認日から 2024 年 3 月 31 日 

 利用する検体やカルテ情報 
個々の患者さんのカルテを用い、疾患名、病期、年齢、性別、治療内容、合併症、
血液検査結果などからの患者さんの予後、不幸にして再発や死亡された場合の転
帰、原因について調査します。 



 検体や情報の管理 
患者様のデーターは、氏名、病歴番号の個人情報を除き、個人を特定されないよう
匿名化番号 ID を割付けて情報収集を行います。またこれらのデーターは、東京医
科大学病院の血液内科研究室において施錠が可能な環境で管理し研究終了後は完
全なデーターの削除を行います。 
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[個人情報の取扱い] 
患者さんのデーターは、氏名、病歴番号の個人情報を除き、匿名化番号 ID を作成して
使用します。情報の管理責任者は血液内科 田中裕子が行います。これらのデーターは、
東京医科大学病院の血液内研究室において施錠が可能な環境で管理し研究終了後は完
全なデーターの削除を行います。 
 

[問い合わせ先] 
東京医科大学病院 
血液内科 
田中 裕子 講師 03-3342-6111（内線 5893） 
yukois9@tokyo-med.ac.jp 


